
【施策評価調書】
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■事務事業事後評価　　21年度の検証

当初

指標②：子育てにやさしいモデル企業数 計　　画 2社

0 実　　績 0

4社 5社

0 0社 ０社

22年度年　　度

事業費

015,184
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施策への
貢献度

19年度

2社 3社

20年度

担当部課

18年度

0

施策達成にどう貢献しましたか？（アウトカム）

保育サービスでは賄いきれない託児などについて、NPO法人が提供している
サービスを紹介するなどの連携をとり、仕事と子育ての両立を支援してきまし
た。

企業において、子育てしやすい職場（出産後職場復帰がしやすいこと、男性でも育児休暇
が取得しやすいこと等）環境が整備されるよう、積極的な情報提供を行います。また、企業
の子育て支援状況をチェックするための民間による第三者評価システムの導入や、企業
支援センター設立に向けた支援を行います。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜
粋）
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仕事と子育ての両立の支援

施　策　の　評　価　指　標 年　　度基　　準　　値
指標①：子育て環境に関する第三者評価
システムの創設

0

20年度

0 00実　　績 0

2-4-6
※高根沢町地域経営計画2006　該当ページ 92

教育部 こどもみらい課
児童福祉担当担　当

リーダー

活動量（アウトプット）

保育サポーター登録者

育児休暇を取りやすいといった子育て支援の職場環境づくりを推進することで、仕事と子
育ての両立を支援する。
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0①保育サポート連携事業

当　　初 18,000

21年度

0施策に係る事業費（傘下事務事業費計）の推移

37,249

施策傘下事務事業

0

◆◇　指標に関する特記事項　◇◆

指標③： 計　　画
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決算 ／
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■施策事後評価　　21年度の検証

今後の方向性
（自己評価）
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施策達成状況に関する評価 課題と今後の方向性

設定した施策目的がやや過大であったため、町としては具体的な手段を充分に講
じることが出来ませんでした。

他の資源（関係機関）への繋ぎが中心の施策でしたが、社会福祉協議会が「高根沢
町地域福祉活動計画」のなかでファミリーサポートセンターの整備を掲げていますの
で、今後は、設置に向けた後方支援なども検討する必要があると考えています。

総合評価
他機関の取組みを活用し、施策展開したことを評価する。
情報を発信することなのか、企業への働きかけなのか、町ができることとやるべきこ
とを整理し、情報の発信を積極的に行うのであれば、他の施策との統合も含め施
策展開を検討すること。
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高根沢町内企業の求人情報

13人0

②マザーズサロン（ハローワーク内）連携事業

当施策について、町内企業に対して意識調査を行いましたが、「子育て中の母親が
働きやすい環境を」という施策目的に合致した働きかけには至らず、マザーズサロン
との連携も十分なものにはなりませんでした。
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